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Ⅰ 学校の概要 

学校名 沼隈町立千年小学校 
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 
学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４ 
児童数 ５４ ５１ ４４ ５５ ６０ ４６ ６ ３１６ 

 ２２ 

 
Ⅱ 実践研究の課題 
 １．主題（テーマ） 

 基礎・基本を大切にし，自ら学び自ら考える児童の育成  
    ― 国語科・算数科の指導方法・カリキュラム等の工夫を通して ― 

 
２．研究内容と方法 

 （１）実施学年・教科 
実施学年：全学年 
教  科：国語・算数 
理  由：教科に対する意識調査，学力調査テストを実施する中で，中学校への移行を滑らかに行うために

は，算数・国語の基礎・基本の定着が必要だと考えたから。 

 （２）年次計画 
  

 
 
平 

 

成 

 

14 

 

年 

 

度 

○ テーマ 
国語：言葉を大切にし，伝え合う子を育てる指導の工夫 
        ― 書く活動を通して ― 
算数：基礎・基本を大切にし，自ら学び自ら考える子を育てる指導の工夫 
        ― 数量や図形についての算数的活動を通して― 
連携：小学校から中学校への滑らかな移行 
○ 仮説 
国語：書く活動において，目的や意図，相手に応じて適切な言葉を選んで使って表現する場を設定し，

自分の考えを伝え合う学習活動を工夫することにより，言葉を大切にし，伝え合う子が育つで

あろう。 
算数：学習過程において，算数的活動を取り入れることによって，子どもの活動が主体的になり，数

学的な考え方や基礎・基本の考えが身につくであろう。 
連携：小学校から中学校への移行を滑らかに行うには小学校と中学校が不連続であってはいけない。

教科担任制等の特性を生かした指導体制の工夫を行うとともに児童・生徒の実態に基づくカリ

キュラム作り，授業や行事を通しての児童・生徒の交流活動の充実，授業を通して教職員の児

童・生徒への理解が深まれば不連続は起きず，滑らかに移行できるであろう。 
○ 研究内容・方法 
国語：・意識調査，学力テスト，「説明文」に対する実態調査 

・授業研究実施（作文単元） 
・書く力に必要なスキルの年間計画表作成 
・短作文・ワークシート・ポストイットを活用した作文指導法の工夫 
・帯時間の工夫 
・書く活動と他教科の連携 
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 算数：・算数的活動活用の年間計画表 
・授業研究の実施（算数的活動を取り入れた）  
・中学年における少人数指導，習熟度別授業の実施 

   ・帯時間に活用するステップカードの作成 
   ・年度末の学力到達テストの実施 
   ・小・中連携による「数と計算領域」におけるマップ作り 
   ・「出前授業」の実施 
連携：・小学校６年生，中学校１年生への中学校入学前の入学に対する意識調査 
   ・小学校における教科担任制の実施 
   ・小学校・中学校での学力テストの実施と分析 
   ・小学校児童と中学校生徒の交流活動 

 
平

成

14 

年

度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テーマ 

国語：書くことの指導において，進んで自己表現をしようとする子どもを育てるために，書く内容を豊

かにもち，見通しをもって書いていくための取材カードの活用と話し合い活動を取り入れること

の有効性を明らかにする。  
算数：各領域において，数学的な考え方を育てるために算数的活動を取り入れることや学習のまとめの

段階での「構造マップ」を作成，活用することの有効性を明らかにする。 
連携：小学校から中学校への滑らかな移行 
      ― 小・中連携で育てる滑らかな移行 ― 
○ 仮説 
国語：・取材と選材の過程に工夫した取材カードや話し合い活動を取り入れれば，書く材料が豊かにな

り，多様な見方や考え方ができるようになるであろう。  
   ・構想の過程で，書きとめた取材シートの順序を入れ替えるなどして組み立てを考えれば，工夫

した文章構成を考えることができるであろう。 
   ・書くことを生かす場や機会を作れば，進んで自己表現をしようとするであろう。 
算数：・単元の導入段階において，算数的活動を効果的に取り入れることにより，児童が自主的・意欲

的に学習に取り組み，数学的な考え方が身につくであろう。  
   ・学習のまとめの段階において「構造マップ」を書くことにより，自己評価を行えば学習の内容

がより定着するであろう。 
   ・単元に応じて指導形態を工夫し，個に応じた指導を行えば，基礎・基本の学力が定着するであ

ろう。 
連携：小学校における教科担任制の充実と小中連携による授業の充実，児童・生徒の異学年交流の推進

を行うならば，確かな学力が身につき，小学校から中学校への移行が滑らかに行えるであろう。

○ 研究内容・方法 
国語：・書くことの活用の場作り 
   ・書くことを生かす他教科との関連を図ったカリキュラム作り 
   ・工夫した取材カードや話し合い活動，工夫した構成シートを取り入れた授業研究の実施 
   ・帯時間の活用（書くことを定着させる） 

・工夫した取材カードや話し合い活動，工夫した構成シートを取り入れた単元や教材の開発 
算数：・算数的活動を取り入れた授業の実施 
   ・構造マップの活用 
   ・基礎・基本を定着させる繰り返し学習のあり方 
   ・指導方法の工夫改善―教科担任制，T・T指導，習熟度別指導，少人数指導 
連携：・教科担任制のあり方 
   ・小中９年間のカリキュラム 
   ・小中異学年の交流のあり方 
   ・「出前授業」の充実 
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 ○ テーマ 
国語：書くことの指導において，思考力や認識力を育てるために，取材カード・他者の視点を取り入れ

ることの有効性を明らかにする。  
算数：各領域において，数学的な考え方を育てるために，算数的活動を取り入れることや「構造マップ」

を活用することの有効性を明らかにする。  
連携：確かな学力を身につけ，小学校から中学校へ滑らかな移行を行うために，小学校における教科担

任制の充実と小中連携による授業の充実，児童・生徒の異学年交流の有効性を明らかにする。 
○ 仮説 
国語：・取材と選材の過程に工夫した取材カードや話し合い活動を取り入れれば，思考力や認識力が育

つであろう。 
   ・他者の視点を取り入れることで，自分の思いを相手に伝えるための確かな表現をすることがで

きるであろう。 
   ・書くことを生かす場や機会を工夫すれば，進んで自己表現をしようとするであろう。 
算数：・算数的活動や「構造マップ」を効果的に活用することにより数学的な考え方が育つであろう。

   ・形成的評価や指導体制を工夫することにより，基礎・基本の力が身につくであろう。 
連携：小学校における教科担任制の充実と小中９年間を見通したカリキュラムに基づく授業の充実，児

童・生徒の異学年交流の推進を行うならば，確かな学力が身につき小学校から中学校への滑らか

な移行が行えるであろう。 
○ 研究内容，方法 
国語：・思考力や認識力を高めるための取材カード・話し合い活動のあり方 

・確かな表現力を身につけるための他者の視点の取り入れ方 
・書くことを生かす場や機会のあり方 

   ・帯時間の活用のあり方 
算数：・数学的な考え方を育てるための算数的活動のあり方 
   ・数学的な考え方を育てるための構造マップの活用の仕方 
   ・基礎・基本を定着させるための形成的評価のあり方 
   ・基礎・基本を定着させるための指導法の工夫 
連携：・「出前授業」の充実 
   ・小中９年間のカリキュラム 

・小中異学年の交流のあり方 
・「出前授業」の充実 
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 （３）研究推進体制 
 

学力向上フロンティア福山地区協議会 
（指導主事，町教委課長，小・中学校長・フロンティアティーチャー） 

 
 

研究推進委員会（小・中学校長，小中教務主任，小中フロンティアティーチャー） 
 
 

小中合同研修会（小・中全教職員） 
 
 

小 学 校               中学校   

          【研究開発部】             【教科指導部】 
   
                国語部会       小  中      数学部会 
                算数部会       算数・国語部会    国語部会 
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